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回 Rの部分集合 4,3には最小元 (最小数)が存在するとする。■の最小元をα,3の最

小元を bとする。

(1)min{α,b}が和集合スUBの最小元になることを示せ.

(2)共通部分五∩Bが空集合ではないとき,

maX{α ,b}≦ inf(■∩B)

となることを示せ .

□ {απ}准b{bπ }肛1は次の(1),121,(3)を満たす数列とする。

(1){られ}肛1は単調増加,すなわちられ<bπ+1(η=1,2,3,一 )

(2)すべてのイについて,bπ <αi<硫+1と なるηがある

(3)すべてのηについて,硫 <a」 <硫年1と なるプはあつたとしても有限個である

{られ}准1が有界ならば{α"}鷹1は収東することを示せ。

日 轍 υ=温4髪
場 。∈Rπ≠土りの

青
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萌η階鶴撃御η次齢係

日 関数 ∫(■ )=1°
g(η2+1)で

">o)の
″→+0の ときの極限値奪求めよ.

日次のことを示せ。
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ただしα,bは定数で,0<α<1,■ 1<b<0.


